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　2009年度は、研究申請書の研究・計画・方法で記したように、弘前大学図書館と弘前市立図書館
での史料調査のほかに、函館市中央図書館などでも史料調査を実施した。
　弘前大学では、同大学の経営史研究の先生方との研究打合せや、御協力によって、同大学図書館の
YB（柳川昇教授）文庫に所蔵されている戦後日本の流通関係の政府機関の調査史料や、流通関係の
文献を数回にわたって調査した。この調査では、申請書の研究目的で記したように、1940年代から
60年代の日本の流通の中間段階を担った卸売業と、末端を担った小売業のそれぞれの経営実態に関
する史料のほか、取引実態に関する史料を確認することができた。とくに調査の眼目のひとつであっ
た百貨店の取引実態に関する史料は、研究史上いまだに未解明であった重要な研究テーマに関する重
要な情報を含んでおり、同史料の内容を確認できたことは、大きな調査上の成果であったといえよう。
同大学図書館では、そのほかに、医薬品・化粧品の卸売業と小売業の取引実績に関する史料や、神奈
川県などの流通機構に関する調査史料も発見し、当初のねらいよりも広がりをもった調査範囲となっ
たといえる。
　弘前市立中央図書館の調査では、地元百貨店や有力商業経営に関する史料を調査したが、その過程
で、YB文庫の寄贈者である柳川昇教授の遺稿集なども発見し、　YB文庫や同文庫所蔵史料の客観的
位置づけについても、輪郭をイメージできた。これは、予期せぬ付帯的成果であったといえよう。地
元百貨店や有力商業経営の史料の調査は、まだ十分とはいえず、今後も弘前大学YB文庫史料との関
連も含めて、継続的な調査と検討が必要であろう。
　函館市の中央図書館の調査では、戦前から戦後にかけての函館・道南地域の商業や経済人に関する
文献や史料の調査を実施した。経済人の調査では、商業人・経済人の名鑑や人名録や伝記・評伝を渉
猟した。この調査を通じて、函館・道南地域では、日銀支店をはじめ中央の有力な金融機関・商社・
船舶会社の支店などが地元財界の「有力」経済人の一角を形成していることを再確認するとともに、
本研究課題に関して、百貨店の日常業務や取引を補助する企業の存在を発見した。これは、思わぬ成
果であり、本研究の進め方について再考をうながすきっかけにもなった。また、函館市史の関係調査
史料も豊富に所属されており、そのなかで、商業慣習や商業取引に関する史料も確認した。
　なお、本研究の申請時には、2009年度内に研究成果に関する論考をひとつは上梓する計画であっ
たが、残念ながら、実現することはできなかった。これは、上記のように、いくつかの思わぬ発見を
ともなったことや、調査に比重を置くことになったことも、その要因であった。2010年度には、こ
れらを反省材料としながら、史料の調査・吟味を重ねて、研究実施終了後の定められた期限内に、実
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りある報告書の提出を期したい。
